
日時　2015 年 7 月 17 日 ( 金 )　13:00-17:00　( ミキサー : 17:15-18:15)

会場　AP 東京八重洲通り 7 階 P・Q 室

            URL :  http://www.ap-tokyoyaesu.com/info/access.html

参加費　・ワークショップ　無料　　　 ・ミキサー　1000 円

参加申込みはかずさ DNA 研究所 HP にて受付中　(6 月 26 日 ( 金 )〆切 )

           URL:  http://www.kazusa.or.jp/workshop/SW2015/

プログラム
13:00-13:05 開会のあいさつ 磯部祥子（かずさ DNA 研究所）

第一部 座長：石川正美（千葉県農林総合研究センター）

13:05-13:25 「イチゴの花芽分化における多様性について」
香川大学農学部　教授　柳　智博

13:30-13:55 「花成制御機構に関するモデル植物とイチゴの類似点と相違点」
宇都宮大学生物資源科学科　講師　黒倉　健

農研機構・東北農業研究センター　主任研究員　本城　正憲

14:20-14:45 「イチゴ四季成り性連鎖マーカーの開発と萎黄病耐病性連鎖マーカーの利用」

13:55-14:20 「栽培イチゴの季性と連鎖した SSR マーカー」

栃木県農業試験場 研究開発部 生物工学研究室 室長　生井　潔

14:45-15:00 休 憩

第二部 座長：生井潔 （栃木県農業試験場）

15:00-15:25 「イチゴ萎黄病 DNA マーカーの開発と利用」
三重大学生物資源学部　教授　掛田　克行

15:25-15:50 「福岡県におけるイチゴ重要形質に関する遺伝解析とＤＮＡマーカー開発」

福岡県農林業総合試験場 生産環境部 バイオテクノロジーチーム研究員　和田　卓也

15:50-16:15 「アレイマーカー技術による栽培イチゴ重要遺伝子連鎖マーカーの開発」

トヨタ自動車 (株 )ＦＰ部バイオ・ラボ　主幹　榎 宏征

16:15-16:35 「イチゴのゲノム情報整備の現状」

かずさ DNA 研究所植物ゲノム・遺伝学研究室　室長　磯部　祥子

16:35-17:00 総合討論 司会 : 望月 龍也（東京都農林総合研究センター　所長）

17:15-18:15　 ミキサー (軽食 )


